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甲賀市甲賀市甲賀市 亀山市亀山市亀山市
東海道のおひなさま　亀山宿・関宿

　東海道の宿場町のお雛さまや信楽焼の陶雛など、
甲賀市ならで
はのひな祭り
を楽しむこと
ができます。
　期間中は、
市内の飲食店
ではひな祭り
にちなんだメニューやお菓子の販売や、信楽高原
鐵道では手作りの吊るし雛を飾った「ひな祭り列
車」を運行します。
　ぜひ、甲賀市内を巡って春の訪れを感じてみて
はいかがですか？
【と　き】　３月中頃まで
※期間は各施設・事業所によって異なります。
【問い合わせ】
○甲賀市観光まちづくり協会
　☎  0748-60-2690
○信楽町観光協会
　☎  0748-82-2345　　　

　旧東海道の亀
山宿、関宿の街
道沿いの各所に
さまざまなひな
飾りが展示され
ます。また、期
間中には、地域の特産品などが当たる「デジタル
スタンプラリー」や期間限定のグルメ・スイーツ
の販売も行われます。
　風情ある町並みをゆっくり散策しながら、桃の
節句を祝う華やかなひな飾りをお楽しみください。
【と　き】　２月８日㈯～３月３日㈪
【ところ】　
○亀山宿（旧舘家住宅、市民協働センター「みら
い」ほか）
○関宿（関宿足湯交流施設、旧落合家住宅ほか）
※詳しくは、亀山市観光協会のホーム
　ページをご覧ください。
【問い合わせ】
　東海道のおひなさま 亀山宿・関宿実行委員会
　（亀山市観光協会）　☎ 0595-97-8877

甲賀市の春を感じよう！
甲賀のひな巡り 2025

詳しくはこちら▶ 

公共交通だより

　市では、通学定期券購入費の一部を助成してい
ます。申請期限は３月５日㈬までです。お忘れの
ないよう申請をお願いします。
　下記の２種類の助成は、対象であればどちらも
申請できます。（それぞれ申請が必要です。）

【助成金額】
　対象となる通学定期券のうち、令和６年４月
１日から令和７年３月 31日の分の２分の１の額
（100円未満切り捨て）
　有効期間にそれ以外の期間を含む場合には、対
象期間分を日割り計算します。
【申請期限】　３月５日㈬
※郵送の場合は当日消印有効
※３月に定期券を更新するために期限に間に合わ
ない場合に限り、３月 31日㈪まで受け付けま
す。ただし、必ず３月５日㈬までに下記の二次
元コード内のお申し出フォームもしくは電話で
交通戦略課にお申し出ください。

　申請に必要な書類など詳細は、
二次元コードからご確認ください。

「通学定期券購入費助成金」の申請は
お済みですか？

【申請先・問い合わせ】　交通戦略課
　☎  22-9663　℻  22-9694
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※ただし伊賀鉄道、市外の
高速バスなどは対象外

通学定期券の有効期間に令和６年 4月
１日から令和７年３月 31日を含むもの

伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）
定住自立圏ニュース

【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

　12 月 24 日㈫、伊賀市役所で「令和６年度第１回
伊賀・山城南・東大和定住自立圏共生ビジョン懇談会」
を開催しました。伊賀・山城南・東大和定住自立圏では、
「共生ビジョン」に基づき連携事業に取り組んでおり、
共生ビジョン懇談会を５市町村の関係者の意見を幅広
く聴く場としています。
　この会議では、令和５年度・令和６年度の主な取組
状況や今後の取り組みなどについて協議を行いまし
た。

◆令和５年度・令和６年度の取組状況
○救急医療事業
　救急医療や応急処理などに関する相談に 24時間
対応する「救急・健康ダイヤル 24」事業の実施対
象エリアを維持するとともに、令和６年度から多言
語対応を開始しました。

○公共交通ネットワークの構築
　南山城村で運行する村タクの伊賀市への乗り入れ
が令和５年度から開始されました。また、令和６年
度から山添村コミュニティバスの伊賀市への乗り入
れが開始されました。

○N-1 グランプリ
　パネル展示や交流会を通じて、連携市町村で活動
する住民団体などが交流することで互いの結びつき
を強化し、圏域団体の活力を創出しました。

○合同職員研修の実施
　職員研修を実施し連携町村で参加希望職員が受講
することで、職員間の交流・連携を深めました。

○空からの圏域見学体験事業
　参加したこどもたちは、ヘリコプターに搭乗し自
分たちの暮らすまちを空から見る体験を通して、府
県をまたいだ交流を深め、圏域住民としての一体感
がより一層強くなりました。

○推進協議会後援事業
　・ライトアップイベントお城のまわり
　・YAMAZOEオーガニックスクール
　・「毛原廃寺の調査結果と周辺の古代寺院」講演会・
　　現地見学
　・第 65回伊賀地区駅伝競走大会

◆今後の取り組み
　名張市が 10 月に定住自立圏に加入したことを受
け、さらなる連携を深め、圏域の活性化を図るため、
第２期伊賀・山城南・東大和定住自立圏共生ビジョン
の見直しを行うべく、協議を進めていきます。

共生ビジョン懇談会
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